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富士川文庫は，富士川游博士の旧蔵書である古医書のコレクションである．コレクションの資料は，

京都大学，慶應義塾大学等の複数機関に分散されて所蔵されている．本稿では，京都大学図書館機構

と慶應義塾大学メディアセンターによる「富士川文庫デジタル連携プロジェクト（通称：デジタル富

士川）」について述べる．本プロジェクトの目的は以下の二点である．一点目は，富士川文庫資料を

Web空間で一堂に公開することで日本医学史の研究・発展に寄与することである．二点目は，両学が
国際的な画像の相互利用促進の枠組みである IIIF（International Image Interoperability Framework）を利
用して資料を公開していることから，IIIFの利点を活用した分散コレクションの仮想統合手法を検討・
例示することである．プロジェクトの試行版サイトは 2018年 9月に公開された．本稿では，試行版サ
イト構築の過程で検討された文庫資料統合を実現する手法について述べる．最終的には，検索・ソー

ト機能を有していることから DataTablesを使用した手法が採用された．さらに，持続可能な統合サイ
トの運営に向けて，資料の追加・更新に伴う統合サイトの更新方法について，IIIF Change Discoveryに
ついて言及しつつ，検討する． 

 

Reunion of the Fujikawa Collection Powered by IIIF 
Chifumi Nishioka (Main Library, Kyoto University) 

 
The Fujikawa collection is a collection of old medical records, which had been collected by Dr. Yu Fujikawa 

(1865-1940). Records in the collection are distributed among multiple institutions such as Kyoto University, 
Keio University, and Tokyo University. In this paper, we describe the “Digital Fujikawa -History of Medicine in 
Japan-”, which has been launched by Kyoto University Library Network and Keio University Media Center. 
This project aims to reintegrate the records in the Fujikawa collection on the web space. Since both universities 
make records public using IIIF (International Image Interoperability Framework), which is a framework for 
promoting mutual use of images, we will investigate the integration method using IIIF.  
 

１．まえがき 
富士川文庫は，富士川游博士（1865〜1940年）
の旧蔵書である古医書のコレクションである．コ

レクションの資料は，博士の畢生の大作である

「日本医学史」の編纂のために収集されたといわ

れている．文庫を構成する資料は，京都大学，慶

應義塾大学，東京大学等の複数機関に分散されて

所蔵されている．京都大学附属図書館では，所蔵

する富士川文庫資料の電子化に取り組んでおり，

2018年 4月 26日に京都大学貴重資料デジタルア
ーカイブ1で全点公開2を完了した[1]．慶應義塾大
学メディアセンターでも資料の電子化が進展し

ており，慶應義塾大学デジタルコレクション3に

                                                   
1）京都大学貴重資料デジタルアーカイブ．京都大学附
属図書館が所蔵する医学分野の貴重資料コレクション

「富士川文庫」全点の電子画像を公開しました． 
https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/collection/fujikawa 
2）京都大学貴重資料デジタルアーカイブ．富士川文庫． 
https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/news/2018-04-26-0 
3）慶應義塾大学メディアセンターデジタルコレクショ

ン．富士川文庫（古医書コレクション）． 
http://dcollections.lib.keio.ac.jp/ja/koisho 

て順次公開している．コンテンツの国際展開を目

指して，両学のデジタルアーカイブは，国際的な

画像データ流通促進の枠組みである IIIF
（International Image Interoperability Framework） 
[2]に準拠して資料を公開している．IIIFは，画像
とそれに付随するデータ（メタデータ，注釈など）

の相互利用を可能とするために，APIを規定して
いる．欧米の図書館・博物館・美術館に続いて，

日本国内でも導入が広まっており，IIIF準拠デジ
タルアーカイブを公開する機関は増加している．

京都大学貴重資料デジタルアーカイブと慶應義

塾大学デジタルコレクションは，ともに IIIF準拠
デジタルアーカイブである． 
本稿では，京都大学図書館機構と慶應義塾大学

メディアセンターの共同プロジェクトである「富

士川文庫デジタル連携プロジェクト（通称：デジ

タル富士川）」について述べる．プロジェクトで

は，IIIFを活用することで，散逸されて所蔵され
ている富士川文庫資料をWeb空間で再統合する．
プロジェクトの目的として，下記の二点が挙げら

れる． 
 

・両学が分散して所蔵する「富士川文庫」を一堂
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に公開することを通じて日本医史学の研究・発

展に寄与する． 
・IIIFの利点を活用した分散コレクションの仮想
統合手法について共同で検討・開発し，例示す

る． 
 

2018年 9月 28日に，富士川文庫デジタル連携
プロジェクト試行版サイト1（以下，試行版サイ

ト）が公開された．試行版サイトには，両学が所

蔵する富士川文庫資料計 5,160点が公開されてい
る．検索・ソートといった資料の探索に必要な基

本的な機能が実装されている．試行版サイトでは，

利用者は，二次利用を行うまで，資料の提供機関

を意識せずに，資料を閲覧・探索できる． 
本稿の構成は以下に示す．次章では，試行版サ

イト構築の過程で検討された文庫資料統合を実

現する三手法を提示する．また，各手法の利点・

課題を挙げる．第 3章は，資料の追加・更新に伴
う統合サイトの更新手法について検討し，第 4章
を結びとする． 

２．IIIFを活用した文庫資料の統合手法 
両学のデジタルアーカイブ は，IIIF が公開す
る APIのうち，IIIF Image APIと IIIF Presentation 
APIのみを利用している．IIIF Image APIは画像
データの取り扱いについての規定を定める．IIIF 
Presentation APIは，ビューワでの画像の表示順序
や資料のメタデータといった，資料を表示するた

めに必要な情報の記述方法を定める． 
本章では，IIIFを利用した文庫資料の統合手法

を示す．具体的には，試行版サイト開発の過程に

検討された IIIF Presentation APIのコレクション
オブジェクトを使用した統合手法，Mirador を使
用した統合手法，DataTablesを使用した統合手法
について報告する．試行版サイトでは，最終的に

DataTablesを使用した統合手法が採用された．な
お，試行版サイトのWebサーバは ftpのみでのア
クセスが許容されている．よって，Omeka Sを利
用した統合手法[3]などソフトウェアのインスト
ールを必要とする手法は検討していない．利点と

しては，ソフトウェアの更新などに対応する必要

がないため，管理に要する手間が少ない点が挙げ

られるだろう． 
再統合の対象となる資料数は，5,160 点（京都
大学附属図書館所蔵分 4,710点，慶應義塾大学メ
ディアセンター所蔵分 450点）である．将来，慶
應義塾大学メディアセンターより 1,000件以上の
資料が順次追加される予定である．  
 
                                                   
1）富士川文庫デジタル連携プロジェクト． 
http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/rdl/digital_fujikawa/ 

【IIIF Presentation APIのコレクションオブジェク
トを使用した統合手法】 

IIIFで規定されている仕様を活用した手法とし
て， IIIF Presentation API で定義されている
sc:Collection オブジェクト（以下，コレクション
オブジェクト2）を使用した手法が挙げられる[4]．
コレクションオブジェクトは，資料に相当する
sc:Manifest オブジェクト（以下，マニフェスト）
の URI ならびに表示するマニフェストのラベル
（通常は資料タイトル）の JSON-LD 形式のリス
トである．作成したコレクションオブジェクトを
コレクションファイルとして保存する．IIIFコミ
ュニティで利用・開発が盛んなビューワである
Universal Viewer でコレクションファイルを読み
込むことで，Universal Viewer の左部に表示され
る Indexタブで，コレクションに含まれている資
料の一覧が表示される（図 1）．一覧における資
料の順序は，コレクションオブジェクトにおける
資料の順序と一致する．また，コレクションオブ
ジェクトのリストにおいて先頭に配置されてい
る資料の画像が，ビューワに読み込まれて表示さ
れる． 

 

 
 

図 1	 IIIF Presentation APIのコレクションオブジェク
トを使用した 
統合手法 

Figure 1	 Reunion of the collection using sc:Collection 
specified in the IIIF Presentation API. 

 
この統合手法は，IIIFで標準として定められて

いる仕様に従うことから，後述の二手法と比較す
ると，最も IIIFを活用しているといえる．しかし，
コレクションオブジェクトに対応している主要
なビューワが，2018年 10月現在では，Universal 
Viewerのみである．Universal Viewerはコレクシ
ョンオブジェクトに対応しているものの，コレク
ション内での検索・ソートといった機能は実装さ
れていない．コレクションオブジェクトを利用し
た統合手法を採用するためには，より多くのビュ

                                                   
2）本稿では以降，「コレクション」は IIIF Presentation 
APIで定義される sc:Collectionオブジェクトを意味す
る． 
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ーワのコレクションオブジェクトへの対応や，コ
レクションオブジェクト内での検索・ソートとい
った機能の実装が必要となってくる． 
 
【Miradorを使用した統合手法】 
	 Miradorは Universal Viewer同様，IIIFのコミュ
ニティで最も利用されているビューワである．画

像の比較や注釈・翻刻といった機能が充実してい

ることから，研究者による利活用が期待されてい

る．Mirador では，予め読み込む資料のリストを
ソースコードで指定できる1．資料画像が表示さ

れていないときにMirador中央に表示される「ア
イテム追加」をクリックすると，指定された資料

のリストがタイトル，所蔵機関とそのロゴ，さら

にサムネイルとともに表示される（図 2）．当該
画面は，資料画像が表示されているときでも，画

像の右上に位置するアイコンをクリックし，「オ

ブジェクトを追加」を選択することでも，表示す

ることができる．また，上部には検索ボックスが

提供されており，キーワードによって資料を絞り

込むことが可能である． 
 

 
 

図 2	 Miradorを使用した統合手法 
Figure 2	 Reunion of the collection using Mirador. 
 
しかし，今回対象となる富士川文庫には，5,000

件以上の資料が含まれる．この場合，5,000 件以
上のマニフェストファイルと，各資料のサムネイ

ル画像（表示画面サイズに依存するが各資料に対

して約 5〜9 枚）に対してアクセスが発生する．
そのため，資料件数が大きい文庫の再統合手法と

しては不適切であると判断した． 
 

                                                   
1）例として下記のサイトを挙げる．各スクリーンの左
上に表示されている「新しいオブジェクト」というア

イコンをクリックすると，図 2にあるような資料のリ
ストが表示される．サイトのソースコードの 27〜75
行目にかけて，資料のマニフェストファイルの URLと
所蔵機関のデータが格納されている．
http://projectmirador.org/demo/ 

【DataTablesを使用した統合手法】 
DataTables2は jQuery のプラグインであり，検
索・ソートといった機能を HTML テーブルに追
加する．本手法は，DataTablesによって機能が追
加された HTML テーブルに，資料を一覧表示す
る（図 3）．各行に資料タイトル（原題，カナ，
ローマ字），著者，出版年（西暦），所蔵機関が
表示される．これらのメタデータは JSONファイ
ルに格納されている．資料タイトル（原題）には，
各機関における当該資料のページへのリンクが
提供されている．当該資料のページに表示されて
いる全メタデータが，マニフェストファイルに格
納されているのであれば，ビューワで全メタデー
タを閲覧することが可能である．しかし，一部の
メタデータ3は機関が提供する当該資料のページ
でのみ提供されていることから，リンクを提供し
ている．さらに，各行には IIIF アイコン（マニ
フェストファイルへのリンクが提供されている
アイコン）が表示される．また，Universal Viewer，
Mirador，IIIF Curation Viewer [5]で画像を表示する
ためのアイコンが提供されている．Universal 
ViewerとMiradorは試行版サイトにてビューワが
構築されている．各機関から提供されているマニ
フェストファイルをそれらのビューワで読み込
むことで，資料を表示する．試行版サイトでは，
DataTablesを使用することで，検索・ソートを可
能としている．デフォルトでは，資料タイトル（カ
ナ）順で資料が一覧表示される．検索対象はアイ
コンを除く全カラムである．また，アイコンを除
いた各カラムでソート可能である． 
資料タイトルとして，京都大学附属図書館は新

字体，慶應義塾大学メディアセンターは旧字体を
主に使用している．DataTablesで提供されている
検索機能では，新字体・旧字体の統合検索が不可
能である．例えば，「医学」と検索した際に「醫
學」はヒットしない．しかし，慶應義塾大学メデ
ィアセンター所蔵資料には，新字体を使用したタ
イトルが別タイトルとしてメタデータに格納さ
れている．別タイトルを隠しカラムで提供するこ
とで，新字体のクエリで慶應義塾大学メディアセ
ンター所蔵資料を検索することを可能とした．し
かし，旧字体のクエリでは，慶應義塾大学メディ 

                                                   
2）DataTables．https://datatables.net/ 
3）例として，下記のページで提供されている冊数・注
記といった情報は，統合サイトやマニフェストファイ

ルからは確認することができない．
https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/item/rb00000767 
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図 3	 DataTablesを使用した統合手法（試行版サイトに採用） 
Figure 3	 Reunion of the collection using DataTables. This implementation has been released as a trial site of the project.  

 
アセンター所蔵資料のみがヒットし，京都大学附
属図書館資料を検索することはできない．今後の
改善が必要である． 
検索・ソートといった資料の探索に不可欠な機

能が提供されていることから，DataTablesを使用
した統合手法を試行版として公開した．統合サイ
トでは，ユーザは資料の提供機関を意識せずに資
料を探索・閲覧することが可能だ．しかし，二次
利用条件は所蔵機関・資料によって異なるので，
明瞭な条件表示が必要となる．特に，ビューワで
はマニフェストファイルに記載されているメタ
データのみが使用されるので，マニフェストファ
イルに条件表示を明記することが必須となって
くる． 

３．コンテンツの追加・更新手法 
京都大学附属図書館所蔵分の富士川文庫資料

は全点電子化・公開が完了しているが，慶應義塾

大学メディアセンターでは電子化作業が進行し

ており，追加公開が予定されている．また，IIIF
の利用の広まりとともに，本稿で示したような複

数機関による資料の連携が，分野横断ポータルの

公開などをはじめとして，多数期待される． 
持続可能な統合サイトには，機関のデジタルア

ーカイブに資料が追加・更新された際に，それら

を反映させる手法が必要となる．3.1節では，試
行版サイト構築時に採用された資料の登録手法

とともに，現在採用されている資料の追加・更新

手法について述べる．3.2 節では，今後の資料の
追加・更新手法を IIIF Change Discovery APIを
中心に検討する． 
 
3.1．試行版サイトにおける資料の追加・更新
手法 
【試行版サイト構築時における資料の登録手法】 
  試行版サイトでは，資料タイトル（原題，カナ，
ローマ字），著者，出版年（西暦）といった基本

的なメタデータが表示される．これらのメタデー

タと資料のマニフェストファイルの URI を収集
することが必要となる．試行版サイト構築時には，

機関に応じて異なる登録方法が採用された． 
慶應義塾大学メディアセンター所蔵資料につ

いては，登録する資料のマニフェストファイルの

URI一覧を提供してもらい，それらの URIにアク
セスしてメタデータを取得する．それに対して，

京都大学附属図書館所蔵資料については，資料の

マニフェスト URI とメタデータ一覧は，エクセ
ルファイルによって提供された．エクセルファイ

ルでの提供が選択された理由として二点挙げら

れる．一点目は，京都大学附属図書館所蔵資料の

マニフェストファイルには，一部のメタデータ

（資料タイトル（カナ，ローマ字）など）が含ま

れていないことである．二点目の理由としては，
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京都大学附属図書館所蔵の資料件数が大きい（約

5,000 件）ことが挙げられる．資料件数が大きい
場合，数秒ごとに個別の資料のマニフェストファ

イルにアクセスしてメタデータを取得すると，処

理に要する時間は長くなる．それよりも，CSV
ファイルやエクセルファイルなどでメタデータ

を提供してもらい，それらを一括登録したほうが，

要する時間は圧倒的に短い． 
  IIIF（第 3.2節で詳述）国際標準の観点からは，
マニフェストファイルを利用した登録が望まし

い．資料件数が大きい場合でも短時間で一括登録

できるように，マニフェストファイルの集合をバ

ルクで提供するといったことも検討していく必

要がある． 
 
【試行版サイトにおけるコンテンツの追加・更新

手法】 
資料が更新・追加された際には，これらの資料

のメタデータを取得して統合サイトに反映させ

る必要がある．京都大学附属図書館所蔵資料につ

いては，既に全点の電子化・公開が完了している

ため，追加・更新がなされる可能性は低く，追加・

更新方法については検討されていない．慶應義塾

大学メディアセンター所蔵資料については，資料

が追加された際に追加された資料のマニフェス

トファイルの URI のリストを提供してもらう．
構築時における資料の登録と同様に，それらの

URIにアクセスしてメタデータを取得し，試行版
サイトに反映させる． 
 
3.2．今後に向けた資料の追加・更新手法 

2018年 8月現在，IIIFでは IIIF Change Discovery 
API[6]の開発が進行している． IIIF Change 
Discovery APIは，IIIFで公開されている資料の追
加・更新・削除に関する情報の提供方法・取得方

法について規定しており，統合サイトなどでの活

用が想定されている．コンテンツ提供側は W3C 
Activity Streams1の仕様に従って，資料の変更を記

述してシリアライズする．コンテンツ提供側とコ

ンテンツ利用側（統合サイトなど）のインタラク

ションは，ResourceSync フレームワーク2に基づ

いてなされる． 
以上のように，IIIF Change Discovery API はコ
ンテンツの同期方法を定める．しかし，その他の
IIIFの API同様，機械可読な資料の書誌情報の記

                                                   
1）W3C Activity Streams． 
https://www.w3.org/TR/activitystreams-core/ 
2）ResourceSync Framework Specification - Change 
Notification．
http://www.openarchives.org/rs/notification/1.0.1/notificati
on 

述に関する標準は定めない3．IIIF Presentation API
は，各用途に沿った形式の機械可読なメタデータ
は別ファイルで提供し，そのファイルの URI を
マニフェストのプロパティ seeAlsoに記載するこ
とを定める．IIIF Change Discovery APIでは，マ
ニフェストのみならず，seeAlso で与えられた書
誌情報のファイルも必要に応じてクローリング
し，インデキシング等に利用することを想定して
いる．しかし，調査[7]によると，seeAlso を利用
している機関は僅かである．今後，seeAlso の利
用がどの程度広まるかについても不透明である．
さらに， seeAlsoが利用されている場合でも，フ
ォーマットやメタデータスキーマは各機関で異
なる[7]．よって，資料の統合の際には，関係機関
による調整が必要となる． 

４．あとがき 
本稿では，京都大学図書館機構と慶應義塾大学

メディアセンターによる共同プロジェクトであ

る「富士川文庫デジタル連携プロジェクト」とと

もに，IIIFを利用した文庫資料の統合手法を示し
た．IIIF Presentation APIは，資料を文庫として表
示するために，コレクションを用意しているが，

対応しているソフトウェアは限られている．また，

コレクションにおける検索・ソート等の機能は提

供されていない．よって，DataTablesを利用した
手法が試行版として公開された．DataTablesを使
用することで，キーワードによる資料の検索，資

料のソートが可能となる．本稿ではさらに，資料

の追加・更新の際に自動的に統合サイトへ反映さ

せる手法として，IIIF Change Discovery APIの使
用について言及した．IIIFは，資料の書誌情報の
記述に関する標準のフォーマットやスキーマに

ついて定めていない．大規模な機関連携へと発展

させていく際には，コミュニティでの合意の形成

が必要不可欠となる． 
富士川文庫デジタル連携プロジェクトでは，近

い将来，慶應義塾大学メディアセンター所蔵の未

公開資料の追加公開と連携機関の拡大を予定し

ている．今後は，ユーザである研究者よりフィー

ドバックを収集し，統合サイトの機能の検討・開

発・実装を進め，試行フェーズから本稼働フェー

ズに移行することを目指している． 

                                                   
3）IIIF Presentation APIのマニフェストでは，フィール
ド label等が必須項目として定められている．labelに
は，多くの場合において，資料のタイトルが入力され

ている．しかし実際は，タイトルとして表示したい文

字列を入力するフィールドであるので，絵画作品など

の場合では，作者名+タイトルが値として入力されてい
ることもある． 
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